チームCATS
疑問・質問

1. 日本の青少年犯罪者の施設との相違点は？　犯罪を犯した日本人青少年との対応の違いに何かあるのか？

2. なぜ、１、２位の東京や大阪ではなく、３位の愛知県で実施するのか？

3. 社会と隔離してしまうことに繋がらないだろうか？ホームに入るのが在日外国人だけでは日本人との間に溝はできない？
4. 自立支援施設は外国人青年のみか？日本人青年との関わりはあるのだろうか？

5. 教育への対応はないのか？あくまで農業体験だけか？

6. 「自律」としながらも、「農業」という一定の枠だけが設けられているのは、それが苦手とする人たちの枠が除外することを意味するのではないか。

7. 施設に入ってもらう人を具体的にどのように集めるのだろうか？

8. 強制的に入れるのですか？

9. お金を払ってまでも、果たして体験希望をする人がいるのだろうか？

10. 人材：保護司との兼ね合いは？青年の更生について専門知識を持っている人はいるのだろうか？人材はどのように確保し、またどのようなスタッフによって構成されているのだろうか？
11. また、その地域の人々への対応は？

12. そこに滞在する期間はどのくらいの長さ？一定の時期を過ぎたらまた居場所がなくなるのではないだろうか？家庭に問題があり、施設を出た後、帰る場所がない場合はどうするのか？

13. 言語面でのサポートはしないのか？施設内はどの言語を使用するのか？

14. 施設の所在、存在をどのようにして外国人犯罪を犯した青年、その家族に知らせるのか？

15. 自立支援施設を去った人のその後の進路支援は具体的に？

16. どのように「ホーム」に入る若者を決めるのか。訪問者の決定基準は？

17. 場所の設定について、都市の近くだと農業に集中することができないのでは？

18. 定員数：収容者である１５人はどのように選ぶのか？年間１５名で大丈夫か？少なすぎるのでは？

19. 具体的に農業の規模はどのくらいでしょうか。

感想・提案
1. 青少年の再犯防止に農業体験をさせ、サポートをするのは良案。
2. 若者と農業という関係性があまりにもかけ離れているので、他の活動でもいいのではないかなとも思う。

3. 農業体験中、ホームで同時に語学訓練（研修）を行うのもいいのでは。

4. 収支計画を見る時間がなかったので、もっとしっかり見たい。

5. 更生について専門知識のある人の募集方法として、その道で働いて経験を積んだ退職した人にボランティアを募る。お年寄りにも働いてもらわなければいけない時代なので。
6. 再犯を繰り返す青少年のメンタルケア更生に、専門知識のあるプロのアドバイスの必要性を感じた。

7. 外国人青年は、言葉が通じず精神的にも安定しない青年を共同生活させるのは、やや無理があるように感じた。また、就職先を斡旋するために、CATSの事業に理解のある企業などと提携する必要があると思う。
8. 備品一万円は少なすぎるのではないでしょうか。

